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|こめじは

泉 南市 域 におけ る開発 は、年 々増 加 の傾 向にあ ります。

この様 な状 況 下 、昭和 60年度 の発 掘届 出件 数 は、数十 ケ所

に及 んで い ます。 そ の大半 は個 人住 宅建 設 に伴 うもの ですが、

今年 度 は そ の 内、 男里遺 跡 8ケ 所 、北野遺 跡 2ケ 所 にお いて

発 掘調 査 を実施 しま した。

男里遺 跡 では、 小面積 の調 査 区 が多 いの に もかかわ らず 遺

構 、遺物 あ るいは包含 層 な どを確 認 す る こ とが 出来 ま した。

また北 野遺 跡 にお きま して も同様 であ ります。 それ ぞれ の調

査成 果 は、遺 跡 の範 囲、 内容等 を知 る上 で非 常 に貴 重 な資 料

とな る ものです。

本市 にお いて は、上 記 の よ うに、近年 開発等 を契機 に埋蔵

文化 財調 査 を実施 す る機会 が 多 くな り、徐 々に歴 史 の一 端 が

明確 に な りつつ あ るわ け です。

今後 は、 さ らに調査 を積 み重ね て い くこ とに よ り、遺 跡 の

一 層 の 内容究 明 に力を注 ぎた い所 存 であ ります。

最後 に な りま した が、調 査 に あた って御 協 力、御援 助 を頂

きま した方 々に厚 く感謝 の意 を表 す る とと もに、 今後 なお一

層 の御 協 力を お願 いす る久第 で ござい ます。

泉 南 市 教 育 委 員 会

教育長 市 野 弘春



口

1,本書は、泉南市教育委員会が昭和 60年度

国庫補助事業 として計画 し、社会教育課が

担当、実施 した泉南市遺跡群の緊急発掘調

査事業の報告書である。

2.調査は、泉南市教育委員会社会教育課・

仮屋喜一郎を担当者 として、昭和 60年 4月

1日 着手 し、昭和 61年 3月 31日 終了 した。

3.調査及び整理の実施にあた つては、奥村

毅、井田匡、岡田直樹、神沢かずみ、松浪

多加司、大熊健、根来正彦、菊敏宏諸氏の

協力を得た。 また、広瀬和雄、石神恰、芝

野圭之助、渡辺昌宏の諸氏か らも有益な助

言を得た。記 して感謝の意を表す る久第で

ある。なお、本書の執筆は仮屋が行 った。

4.本調査にあたつては、写真、スライ ド等

を作成 した。広 く利用されることを望む も

のである。
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泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅲ
泉南市文化財調査報告書 第十集

第 1章  調 査 の 経 過

男里遺跡は泉南市男里を中心に、直径約 1筋 にも及ぶ広大な範囲からなる。

現在 までの調査で、弥生前期から近現代 まで連綿 と続 く遺跡であることが判明

してお り、その豊富な内容は泉南地域有数の遺跡であることを証明 している。

1975年 以降、 小規模なものが大半であるが、行政機関に よる発掘調査が連     ′

続、不連続的に実施 されてきている。それ らの成果の蓄積に より、ある程度の

内容が明らかになっている。 しか し、それは ごく一端にす ぎず、その内容を明

確にす る為には、今後 実 施 す る調査 を 問題意識 的に行な うのは もとより、調

査によって獲得 された成果を既往の調査に よって得 られた成果 と比較検討 し、

克明に分析す ることである。

本年度は、個人住宅建設に伴 う発掘調査を 8件実施 した。 この うち第 1区～

第 6区 までが氾濫原、第 7区及び第 8区 が沖積段丘に立地す る。

北野遺跡は泉南市北野及び信達大苗代にかけて、東西約 240η 、南北 275η

の範囲か らなる。

現在 までの調査件数は非常に少な く、 よって蓄積 されたデータも多 きを数え

ない。 しか し、それで もい くつか内容の一端を垣間見ることが出来、平安か ら

中近世に至 る復合遺跡であろ うことが、推測 されている。             _

この ような経過を もって、本年度は男里遺跡同様、個人住宅建設に伴 う事前発

掘調査を 2件実施 した。

両遺跡内における調査地区、位置、申請者、規模、用途、調査年月は第 1表

に一覧 した とお りである。
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第 2章 男 里 遺 跡 の 調 査

第 1節  既往の調査

男里遺跡は、弥生前期 より近現代 まで連綿 と続 く有数な遺跡である。大半が

水田であることが、遺跡の保存上幸い している。

男里遺跡における調査の晴矢は、昭和 5年 7月 藤岡謙二郎氏 らだ蓑Z。 以後

は、 1975年 7月 に遺 跡の南 限付 近で試掘調査が実施 され、林生式土器を含む

包含層が確認 されている。 1977年 3月 には、 男里神社の東側で倉庫建設に伴

う調査で、性格は不明な石敷を検出している。 1978年 3月 には、双子池上池

北西端付近における個人住宅建設に伴 う調査で、奈良時代の掘立柱建物の倉 1

棟、平安時代の掘立柱建物の屋 2棟が検出さ病魂?

1981年 3月 実施の調査で、鎌 倉時代の掘立柱建物 3棟 が 自然堤防上で検出

さ病斑ゼ そ して、 1983年 6月 遺跡の南端において行われた個人住宅建設に伴

う調査において、弥生中期の竪穴式住居跡が 1棟覆¥き れi同年府水道管埋設

に伴 う事前調査では、弥生中期の木棺墓が数基検出されている。

この ように実施 された調査は、小規模な ものばか りである。 しか し、数年に

わた りた とえ単発的であって も、一つ一つの調査成果を克明に記録 し、それ ら

のデータを積み上げて行 くことに より、遺跡の内容が よリー層究明されるもの

と思われ る。

第 2節 位置と環境

男里遺跡は泉南市男里に所在 し、金熊寺川が男里川 と合す る地点の右岸に位

置す る。遺跡は男里川の旧河道を中心に、沖積段丘、氾濫原、 自然堤防上にか

けて立地す る。遺跡の北側は旧国道 26号線が北東 ― 南西方向に横切 り、南方

においては第二阪和国道が北東―南西方向に走 り、幡代遺跡 との境をな してい

る。

旧国道 26号線 より北側の大半及び遺 跡の西 端に展開す る自然堤 防上の集落

部分を除 き、大半は水田地帯 とならてお り、遺跡は非常に良好な状態で保存 さ

れていると推測 される。
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男里遺跡の立地す る男里川流域では、他に前期の遺跡はな く遺跡数その もの

も少ない。男里遺跡 と指呼の間に、幡代遺跡が沖積段丘の縁辺に立地している。

その生産基盤は、両遺跡 とも旧河道 もしくは、旧河道縁辺を可耕地 として湿

田を営なんでいた と思われる。

南東 2.3協 の地点の金熊寺川左岸には、滑瀬遺跡が立地する。林生中期末葉

～後期初頭の堅穴式住居跡が 4棟検出されてお り、当該期での男里遺跡に居住

していた集団 との関連が問われる。 また、 1.5幼 南東の愛宕山山中 より銅鐸が

出土 してお り、男里遺跡に居住 していた集団 と銅鐸祭祀 との有機的関連を十分

推測 させ るものである。今後、各遺跡 ごとの内容を克明に究明 し、そ して遺跡

相互の比較検討を遂一実行 してい くことが、当該期の歴史環境を復元す る上で

不可欠のものとなる。

第 3節  第 1区の調査

1.位置 (図版第七 )

男里遺跡の北側を北東―南西方向に旧国道 26号線が横切 るが、本調査区はさ

らに北側の氾濫原に位置す る。 この地点は遺跡の北端部にあた り、過去調査が

殆んど実施 されていない場所である。

2.層 位 と遺物の出土状況 (図版第八 )

調査区の上層は 6層 である。第 1層 が盛上で約 70師、第 2層 が暗灰色土 (耕

土 )で 5～ 10師 、第 3層 が黄灰色上で 20初 、第 4層 が淡褐色上で 7師、第 5層

が灰黄色土で 6勤、第 6層 が クサ リ礫混 じりの褐色上で 25初 の厚さを測 る。遺

物は、第 3、 第 4層 より中世期の上師器 (蛸壼 )、 瓦器 (椀 )、 の細片が微量

出土 している。地山は、黄褐色合礫土である。なお遺構は発見されなかった。

3.出 土遺物

出上 した遺物は、極めて少量で、 しか も細片の為図示 し得 るものは無い。遺

物の種類は、瓦器 (椀 )、 土師器 (蛸壼 )な どである。

瓦器椀は小破片のものが 1点 出土す るのみで、 しか も器壁面の磨滅が激 しく
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法量、調整 とも不明である。

土師器蛸壼は体部の小破片が 1点 出土す る。全形は知 り得ず十分な観察は不

可能であるが、外面は成形時の凹凸を残す。 内面は撫 でを施すが部分的に凹凸

が残 る。上師質の製品で焼成は良好である。色調は白燈色を呈す。胎土は、径

0.2～ 0.5翻程の砂粒を多 く合み、 また者干の赤色粒 も混 じる。 器壁 は厚 く

1.3～ 1.6例を測 る。調整、胎上、色調か ら 55年 度調査 で出上 した中世期の

蛸壼 と類似 してお り、同様のもの と思われ る。

第 4節  第 2区 の調査

1.位置 (図版第七 )

調査区は旧国道 26号線男里交差点 より北北西に約 175η の地点である。 こ

の地点は、遺跡の北西部で男里川に よって形成 された 自然堤防上にあたる。周

辺は、現在の男里集落であるが、北へ 75狗 程で一帯水田地帯となる。 また 約

270紡 南には平安後期創建の光平寺跡が存在す る。

第 1図  男里遺跡第 2区地形図

2.層 位 と遺物の出土状況 (図版第八 )

第 2区の上層は大別 して 4層 か らな り、第 1層 が盛 土 約 45∽ 、 第 2層 が暗
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灰色土 (耕土)で 6御、第 3層 が淡灰褐色シル トで 14切 、第 4層が淡灰褐色で 25

師の厚 さを測 る。遺物は第 3、 第 4層 より須恵器 (蓋・甕 )、 土師器 (甕 )、

黒色土器 (椀 )、 瓦器 (椀 )、 平瓦な どの細片が出上 している。地山は黄褐色

粘質上で、遺構は全て この面で検出された。

3.遺構 (図版第八 )

検出された遺構は、落ち込み 2ケ 所 (SX01、 02)、 ピット12ケ 所である。

。SX01  調査区の北西隅で検出された ものであるが、北西側調査区域外ヘ

拡がる為、全体の検出は行なえず、プランは不明である。深 さは 3～ 8切 を測

る。底部は平担、肩は緩やかである。埋土は灰黒褐色粘質上が堆積す る。遺物

の出土が無 く、時代等詳細については不明である。

O SX02  調査区の南西隅で検出されたが、 SX01同 様調査区域外 とへ拡が

る為、全体の検出は行なえずプランについては不明である。深 さは 3∽ を測 り、

埋土は灰褐色である。遺物の出土は無い。

Oピ ッ ト  円形乃至精円形で直径 40勤 前後、埋土が黒褐色粘質土のもの 5ケ

所 (P-1・ 2・ 3・ 4)と 、同 じく円形乃至精 円形で直径 24勁 ～ 28御 、埋上が

褐色上のもの 6ケ 所 (P-5・ 6・ 7・ 8・ 9・ 10)、 また直径 20∽ 前後で、埋

土が灰褐色上の もの 2ケ 所 (P― H・ 12)が検出された。遺物の出土は無 く各

ピットの時期等は不明であるが、相互の切 り合い関係に より、P-2→ P-6→、

P-9→ P-11と い う事がわかる。埋上が同一のものを同時期の所産であると

考えるならば、 P-1・ 2・ 3・ 4→ P-5・ 6・ 7・ 8。 9・ 10→ P ll・ 12と い

う先後関係が抽出され る。

調査区は約 5″ と小面積に もかかわ らず、遺構が密集 して検出された。調査

区周辺にかな り遺存 しているようである。

4.出 土遺物 (第 2図 )

出上 した遺物は、少量で しか も全体を知 り得 るものは、非常に少ない。種類

を列記す ると久の ようになる。須恵器 (蓋・甕 )、 土師器 (奏 )、 黒色土器 (椀 )、

瓦器 (椀 )、 平瓦などである。

-7-



須恵器蓋 (1)は 口縁部のみ残存で全形は知 り得ない。 口縁端部、内傾す る面を

有す る。 口縁部 と天丼部の境は、比較的明瞭である。調整は内外面 とも横撫 で

を施す。焼成は良好で暗青灰色を呈す る。胎土は若干の砂礫の他に、黒色微粒

子を含む。口径は 13勁。甕は体部のみの小破片でしか も磨滅が激 しく詳細は不

明である。

土師器奏 も同様磨滅 した体部の細片であるが、外面に刷毛 目を施す ものがあ

る。焼成は比較的良好で、赤燈色を呈す。

黒色土器椀は内面黒色処理を施す もので、いわゆるA類 と呼ばれているもの

である。細片であ りしか も器壁面の磨滅の為、形態及び調整 の詳細は不明であ

る。

瓦器椀は底部のみの細片で、全体の形態は不明であるが、底部外面には矮 小

化 した高台が付 く。調整は内外面 とも磨滅が激 しく観察不可能である。焼成は

軟質で黒灰色を呈す。胎土は砂粒を殆 んど含 まない精 良な ものである。

平瓦は細片が 1点 出上 したのみで、内面横位の撫でを施すが、外面は磨滅の

為不明である。焼成は良好で黄褐色を呈す。胎土は o.2～ 1翻程の砂礫を少量

含む。厚さ約 1.6印 を測 る。

第 5節 第 3区 の調査

1.位置 (図版第七 )

第 3区は遺跡のほぼ中央部にあた り、東方には双子池が所在す る。 この地点

は男里川に よって形成 された氾濫原にあたる。調査区の東側 約 552の 地点に

おいて、昭和 53年 度調査で奈 良時 代 及び平安時代の掘立柱建物跡が検出され

ている。

2.層 仕 と遺物の出土状況 (図版第八 )

調査区の上層は 7層 か らなる。第 1層 が盛上で約 14初 、第 2層 が暗 灰色土

で、 12切前後、第 3層 が鉄分混 り灰色上で 10切 堆積す る。第 4層 は灰色混 り

黄色粘上で 10勤 、第 5層 が黄色混 り灰色粘土で 12勤 、第 6層 が褐色混 り灰色

シル トで約 5初 、第 7層 が黄褐色砂質上で 4物 の厚さを測 る。遺物は第 4、 第
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5層 より、弥生式上器、須恵器 (杯・ 蓋 )、 瓦器 (椀 )、 土師器 (蛸壼 )等が

出土 している。地山は責褐色上で、遺構はこの面で検出された。

3.遣構 (図版第八 )

調査面積が 4.5″ と小規模なものに もかかわ らず、調査区南半部において溝

状の遺構を検出 した。 しか し、その大半は調査区域外へ と拡がる為、プランは

不明である。主軸は東西方向で、深 さは 48切 以上、幅 1.3η 以上である。 肩

は緩やかである。埋土は 3層 からな り、第 1層 が灰褐色粘質上で弥生式土器片、

須恵器 (杯・ 蓋・ 甕 )、 土師器 (杯 )の 細片が微量出上 した。第 2層 が黄灰褐

色粘質土、第 3層 が濃灰褐色粘質土である。

4.出土遺物 (第 2図 )

出土遺物は細片が少量出土す るのみで、 しか も磨滅が激 しく全体の観察可能

なものは少ない。種類は弥生式上器 (鉢 )、 須恵器 (杯・蓋・甕 )、 土師器(杯 )、

瓦器 (椀 )の 日常容器の他、漁具 (蛸壼 )が 出上 している。

弥生式上器鉢 (4)は 、 口縁部及び体部上半にかけての細片である。 日縁部は僅

かに外反 し端部は丸 くおさめる。 また、軽 く指に よっておさえた片 口状の部分

がみ られる。焼成は良好の部類で、燈赤色を呈す。胎土は、 0.2～ 32″ 程の砂

礫を多量に含み荒い。

須恵器杯は底部のみの残存で、外面に高台を もつ ものである。高台の形態は、

端部欠落の為不明である。 内外面 とも横撫でを施す。焼成は堅緻で、青灰色を

呈す。胎土は、砂礫を殆んど合 まない精良な ものである。蓋は 2点 出上 してお

り口縁部内面にかえ りを持つ ものと、持たない ものがある。かえ りを もつ もの

は、細片のため十分な観察は出来ないが、内外面 と横撫でを施す。焼成は堅緻

で淡青灰色を呈 し、砂粒を若千含む。図示 した蓋 (6)は 、 口縁部のみの微細片で

内外面 とも横撫でを施す。焼成は堅緻で青灰色を呈す。精良な胆土である。

土師器杯、細片で図示出来るものはな く、また磨滅の為観察不可能な ものば

か りである。瓦器椀 (3)は 、底部のみの破片である。底部外面撫でを施 し、内面

に格子の暗文を施す。焼成は堅緻で淡灰色を呈す。胎土はほ とんど砂礫を含 ま

-9-



ある。焼成は良好の部類

で、責燈色を呈す。胎土

は若干砂礫を含む。

第 6節  第 4区の調査

1.位置 (図版第七 )

第 4区は、旧河道部分

にあたる双子池上池南西

隅 より、 西 へ 75η の地

点に位置する。遺跡の南

西部で、氾濫原に立地す

る。

ない精良な ものである。 口台径 5俯。

蛸壼 (2)は 所謂、釣 り鐘型の製品である。調整は内外面 とも、磨滅の為不明で

∠Ξ:正三1===二」Ⅲl ィ秦ョト 瓦
3

覗
‐ 6・ 里甲暉軍,7 巽

伴  m
第 2図  男里遺跡各地区出土遺物実測図

(1・ 第2地区、2～4。 第3K5・第4欧 6～ 11・第6区 )

2.層 位 と遺物の出土状況

本調査区の土層は 5層 か らなる。 第 1層 が盛上で約 50師 、第 2層 が暗灰色

上 (耕土 )で 15俯、第 3層 が黄褐色粘質土 (床土 )で 15初 、第 4層 が灰褐色

上で 10切 、第 5層 が褐色土で 18師 の厚さを測 る。 遺物は第 5層 よ り須 恵 器

(杯 )1点及び土師器微細片が出土す るのみである。地山は黄褐色土含礫上で

ある。

なお遺構の発見はされなかった。

3.出土遺物

出上 した遺物は、前述のごとく非常に少な く、須恵器 (杯 )1点、土師器細

片が微量出土す るのみである。土師器は微細片でしか も磨滅が激 しい為、観察

不可能である。

須恵器杯は、 日縁端部の欠落 した細片であるが、 口縁部内外面及び底部内面

に横撫でを施 し、底部外面に回転箆削 り調整を施す。焼成は堅緻で淡青灰色を
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呈す。少量の砂粒を含むが、 よくしまった胎上である。 口径推定 14切。

第 7節  第 5区 の調査

1.位置 (図版第七 )

調査区は遺跡の南西隅に位置 し、男里川により形成 された氾濫原に立地する。

北北西 100η の地点には、平安後期創建の光平寺跡が所在す る。

2.層 位 と遣物の出土状況 (図版第八 )

調査区の上層は大別 して 5層 か らなる。第 1層が盛上で約 40師、第 2層 が暗

灰色土 (耕土 )で 8～ 14師 、第 3層 が淡灰褐色上で 13銅 、第 4層 が淡褐色粘

質土で 10～ 16師 、第 5層 が淡褐色シル トで 32И を測 る。 地 山は淡褐色含礫

砂質上である。なお、遺物及び遺構は検出されなかった。

第 8節  第 6区の調査

調査区は、遺跡のほぼ中心に所在す る双子池上池の東 100η に位置 し、氾濫

原に立地す る。調査は激 しい湧水の為、続行不可能 とな り遺構の検出及び層位

の詳細については、確認出来なかった。遺物は床上下の土層 より、弥生式上器、

須恵器 (杯・ 甕 )、 土師器 (杯・ 甕 )、 陶器、サ ヌカイ ト剥片が少量出上 して

いる。

弥生式上器は、底部片が 2点 出上 している。(H)は甕の底部と思われるが、器

壁の磨滅が激 しく調整は不明である。焼成は良好の部類で、淡黄灰色を呈す。

胎土は砂礫の混入が多い。底径 8例 を測 る。(10)は壼の底部 と思われるもので、

内面縦位の撫でを施す。外面は器壁の残 りが悪 く不明瞭であるが、撫 でのみ施

しているようである。焼成は良好で黄赤褐色を呈す。胎土は砂礫を多 く含む。

底径 7勁。 (7)は 須恵器杯で、底部外面に高台が付 くものである。高台は底部 と

口縁部の境 より、やや内側に付いている。端部が欠落 している為、形態は不明

である。調整は内外面横撫でを施す。焼成は堅緻で青灰色を呈す る。胎土は砂

礫を殆んど含 まない精 良なものである。 (8)は 土師器の杯で、 日縁部付近の細片

で、全体の形態は不明であるが、 口縁部は外反 し端部に至 り、端部は内面に肥
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厚す る。 内外面 とも横撫 で調整を施す。焼成は良好で責燈色を呈す。胎土は砂

粒を殆んど含 まない精良な ものである。 (9)は 土師器蝸である。全形は知 り得ず

詳細は不明であるが、 口縁部は外反 し端部に至る。端部は丸 くおさめる。調整

は、 口縁部内面横位の刷毛を施 し、外面横撫 でを施す。体部は内面箆削 りの後

かるく撫でを施す。外面は縦位の刷毛調整を施す。焼成は良好で淡褐色を呈す。

胎土は砂礫を殆んど含 まない精良なものである。 口径 34.6072。 口縁 部か ら体

部外面にかけて、媒が付着 している。

位置 し、個人住宅建設に伴 う調査で トレインチを設定

とな り包合層は もとより、遺構な どはまった く確認 さ

上 より平瓦が 1点 出土 してお り、後述す る第 3区 と考

査
　
に
　
面
　
直

調

端

山

山

９

査

が

か

第

調

た

な

し
　
れ

C研

第 3図  男里遺跡第 7区出土平瓦実測図及び拓影

第 10節  第 8区の調査

1.位置 (図版第七 )

本調査区は遺跡の東端で、第 7区 より南西 35

は沖積段丘面上に立地す るものである。

えあわせて、当該期

の遺構の存在を窺わ

せ る。図示 した平瓦

は須恵質の製品で、

凸面凹面 とも多量な

離れ砂が付着 してい

る。焼成は堅緻で暗

青灰色を呈す。胎土

は若干砂礫を含む程

度である。厚さ 1.8

～ 2.4 aη 。
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2.層 位 と遺物の出土状況

調査区の層位は 5層 か らな り、第 1層 が盛上で約 45銅 、第 2層 が暗灰 色土

(耕土 )で 20～ 28勁 、第 3層 が淡灰褐色で 10"、 第 4層 が淡褐色上で 18

御、第 5層 が淡掲色砂質土で 20勁 の厚さを測る。 遺 物は極て小量で、第 5層 よ

り平瓦片が出上 したのみである。

3.出 土遺物

遺物は前述のごとく少量で、 しか も小片のため図示 し得なかったが、凸面に

縄叩き日と離れ砂が、凹面には離れ砂が多量に付着 している。焼成は良好で黄

灰色を呈す。胎土はやや砂礫を含む。厚さ 1.8～ 2.3切程である。

註
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査報告書 Ⅱ』 (泉南市教委 。1981)

4.仮屋喜一郎『 泉南市遺跡群発掘調査報告書 I』 (泉南市教委・ 1984)
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第 3章  北 野 遺 跡 の 調 査

第 1節  既 応 の 調 査

北野遺跡は泉南市北野及び信達大苗代に所在 し、長径 275η、短径 240ηの

範囲か らなる遺跡である。地形分類的には、洪積段丘低位面に立地す る。

本遺跡はサ ヌカイ ト剥片等の散布に より周知 されていたが、現在 までに遺跡

内で実施された調査は、最初に第二阪和国道建設時に試掘調査が実施されている。 この

調査で遺構、遺物は検出されなか った。次いで 1980年 5月 に個人住宅建設に伴

う事前発掘調査が実施 され、平安時代に相当す る掘立柱建物跡を検出している。

1982年には、遺跡の南東部における倉庫建設に伴 う調査で、非常に良好な遺物

包合層を確認 している。以上が北野遺跡での既往の調査すべてである。

件数は少ないが、それでも遺跡の一端を垣間見 ることが出来 る。今年度実施

した調査 ケ所は、 2ケ 所でいずれ も個人住宅建設に伴 うもので小面積の調査で

ある。 しか し、遺構あるいは、包含層の拡が りなどを確認す ることが出来た。

第 2節  位 置 と 環 境

北野遺跡は洪積段丘低位面に立地 してお り、東側指呼の間には、 白鳳創建寺

院の海会寺跡が所在 している。そのす ぐ東側に樫井川が西北流す る。 この川の

左岸に分布す る遺跡は、弥生時代中期の高地性集落の範疇に属す る向井山遺跡

のほか、低位段丘面に平安後期以降の所産になる仏性寺跡がみ られ る。

いっぽ う右岸では、樫井川の旧河道 とその周辺部の沖積段丘面に多 くの遺跡

が存在 している。船岡山遺跡、夫婦池遺跡、道池遺跡、三軒屋遺跡など弥生時

代前期 より歴史時代 まで続 く遺跡が、相互に関連性を持ちなが ら展開 してるよ

うである。 これは樫井川左岸の動向 とは、かな り異なった現像 として如実に現

われている。 このことは、段丘面におけ る開発 と何 ら無関係ではない。北野遺

跡その ものが、平安時代以降に営為を開始 しているように、仏性寺跡等 も含め

段丘面開発の時期に起因す ると思われ る。

今後はさらに調査の進行に より、地形 と集落 との関わ りを克切に究明す るこ

とが出来 るであろ う。
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第4図  北野遺跡調査区位置図

第 3節  第 1区 の 調 査

1.位置 (第 4図 )

調査区は遺跡の南西部に位置す る。調査区の西側には、北北西一南南東方向

に府道大苗代岡田停車場線が走 っている。遺跡は低位段丘面に立地す る。

2.層 位 と遺物の出土状況 (図版第八 )

調査区の基本的な土層は 5層 か らなる。第 1層 が盛土で約 38蝕、第 2層 が暗

灰色土 (耕土 )で 19蝕、第 3層 が淡灰褐色上で 17蝕、第 4層 が淡褐色粘土質で

8釦 、第 5層 が淡褐色 シル トで 1 7cmの 厚さを測る。遺物は第 4、 第 5層 より上師

器細片が微量出上 している。地山は淡褐色含礫砂質土である。なお遺構は全て

この面で検出された。

a 遺構 (図版第八 )

第 1ト レンチ、第 2ト レンチにおいて、それぞれ 2ケ 所ずつ ピットを検出 し
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ピットは円形乃至楕 円形で、直径 16～ 30触である。埋土は全て褐色上であ

遺物等の出上がな く、時代等については不明である。

4 出土遺物

出土 した遺物は、土師器の細片のみで、 しか も器壁面の剥離 した ものばか り

の為、形態、調整等は全 く不明である。

第 4節  第 2区 の 調 査

1.位置 (第 4図 )

遺跡の北端を第二阪和国道が、北東一東西に横切 る。調査区はこの国道のす

ぐ南側、つ ま り遺跡の南西端に位置す る。南東 75η の地点に第 1区が所在す

る。

2.層 位 と遺物の出土状況 (図版第八 )

調査区の上層は 9層 か らなる。第 1層 が盛上で20～ 30抗 、第 2層 が暗灰色土

(耕土 )で 10～ 20伽 程、第 3層 が黄灰色土 (仄土 )で 4飢 、第 4層が灰黄褐色

上で 4～ 8蝕 がそれぞれ堆積 している。第 5層 が黄灰褐色上で10～ 18師、第 6

層が黄灰色粘質上で 7～ 12印 、第 7層 が責褐色粘質上で 10伽、第 8層 が礫混 じ

り黄褐色粘質上で 3～ 12銅、第 9層 が褐色上で 16師 の厚 さを測 る。遺物は第 9

層 より磨滅 した土師器の微細片が極めて少量 出土 した。地山は暗黄色粘質上で

ある。なお遺構は発見 されなかった。
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第 4章 ま

60年度の発掘調査は、男里遺跡 8ケ 所、北野遺跡 2ケ 所、合計 10ケ所で実施

した。男里遺跡では、 1、 2、 3、 4、 6区が男里川に よって形成 された氾濫

原 に、 5区が 自然提防上に、 7、 8区が沖積段丘の縁辺部に位置す る。

これ らは何れ も小面積の調査で、遺構、遺物等の検出が必 らず しも十分な状

態 でない。 しか し、それでもい くつかの新たな知見を獲得す ることができた。

2区 では ピッ ト及び落ち込みが、 3区 では溝がそれぞれ検出されてお り、特

に 2区 で検出された ピットは、形態、規模、埋上の状況などか ら掘立柱建物の

柱掘方 と思われ る。 また、柱掘方は相互に切 り合い関係を有 し、 3時期にわた

る掘立柱建物の先後関係を示 している。各建物の時期は、埋土内 よりの出土遺

物が全 くな く不明確であるが、遺構面直上包含層等 より出上 している遺物 と、

掘方 の形態、規模などを加味す ると古墳時代後期、平安時代、鎌倉時代 といっ

た年代観が大胆ではあるが与えられそ うである。今回は調査区が小面積の為、

建物のプランは判明 しなかったが、遺構の密集度などか ら、周辺部でかな りの

当該期にあたる掘立柱建物の存在を窺わせ る。また 2区 の南 170η 地点、55年

度調査に よって検出された掘立柱建物 との何 らかの関連性が間われ る。

3区 で検出 した溝は、埋土内出土遺物 より8世紀後半代の所産になると思わ

れ る。溝の性格等については、何分小面積の調査で、遺構の一部分を検出 し得

たに とどまってお り、詳細は不明である。 この時期の周辺遺構 としては、 3区

の東約60旬の地点に消いて奈良時代の掘立柱建物の倉が 1棟検 出されている。

当該期における集落を構成す る一つの遺構 として、 この溝が掘削された もので

あろ う。今後の調査の進展により、溝の性格等が明らかにされ ると思われ る。

また今年度は、沖積段丘上で 2ケ 所 (7、 8区 )調査が実施 された。いずれ

も遺構の検出はなか ったが、平安後期～中世期にかけての平瓦が数点出上 して

お り、 この付近に寺院跡な どが存在 していた可能性が十分考え られ る。仮に寺

跡だ とす ると、約 1脇西に所在す る平安後期創建の光平寺跡 との関連を考えて

いかな くてはならない。今後の調査で瓦の分布範囲、遺構の検出な どによる寺

域の確認等詳細な内容を究明 しな くてはいけない。

め
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北野遺跡は、今年度 2ケ 所の調査が実施 された。いずれ も小面積な調査 とい

うこともあって、 1区で数 ケ所の時期不明な ピッ トを検出 した以外は、遺構、

遺物等検出されなか った。55年度の調査で、平安時代に該当す る掘立柱建物跡

の存在が確認 されてお り、今後は当該期を中心 とした集落範囲の究明に努めな

くてはならない。

以上、当該年度において も小面積の調査を中心に実施 し、い くつか新たな知

見を獲得す ることが出来た。唯、遺構全体の内容究明とい う観点か らは、 ご く

一端にす ぎない。 しか し、 この様に小規模な調査であっても、一つ一つの調査

で得 られた資料を積み上げてい くことに より、全体の内容究明へ とアプローチ

し得 るのではないか と思 う。
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